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〇雲南広域連合介護保険条例の一部を改正する条例について
　平成27年度及び平成28年度において実施していた保険料軽減措置を平成
29年度も継続するための所要の改正をしました。

〇平成29年度雲南広域連合一般会計補正予算（第２号）
　既定額に歳入歳出45,039千円を追加し、総額を1,418,007千円（既定額の
3.3%増）としました。
【主な内容】
　・派遣職員人件費負担金	 488千円
　・平成28年度市町等返還金	 43,948千円

〇平成29年度雲南広域連合介護保険特別会計補正予算（第１号）
　既定額に歳入歳出175,785千円を追加し、総額を7,923,989千円（既定額
の2.3%増）としました。
【主な内容】
　・派遣職員人件費負担金	 1,848千円
　・介護給付費準備基金積立金	 2,406千円
　・地域支援事業費	 10,961千円
　・平成28年度市町等返還金	 160,570千円　

　平成29年８月28日、平
成29年雲南広域連合８月
定例会を開催しました。
　この議会には次の議案を
提出し、いずれも原案のと
おり可決・認定されました。

雲南広域連合

議決された事項
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〇平成29年度雲南広域連合下水道事業特別会計補正予算（第１号）
　既定額に歳入歳出15,306千円を追加し、総額を353,117千円（既定額の
4.5%増）としました。
　・平成28年度市町等返還金	 15,306千円

〇平成28年度雲南広域連合一般会計歳入歳出決算認定について
歳入総額	 1,240,897千円
歳出総額	 1,222,032千円
歳入歳出差引額	   18,865千円（詳細は４ページを参照）

〇平成28年度雲南広域連合介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
歳入総額	 7,817,564千円
歳出総額	 7,656,257千円
歳入歳出差引額	 161,307千円（詳細は４ページを参照）

〇平成28年度雲南広域連合環境衛生特別会計歳入歳出決算認定について
歳入総額	 151,375千円
歳出総額　	 125,949千円
歳入歳出差引額	   25,426千円（詳細は５ページを参照）

〇平成28年度雲南広域連合下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
歳入総額	 1,184,125千円
歳出総額	 1,168,818千円
歳入歳出差引額	   15,307千円（詳細は５ページを参照）

〇平成28年度資金不足比率の報告について
　下水道事業特別会計決算における資金不足がないことから、資金不足比率
も算出されないことを報告しました。
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〇歳入
　主な歳入は市町負担金が最も多く、1,195,647
千円で歳入全体の約96％を占めています。その他、
広域連合債が2,400千円（0.2％）、財産収入が
13,387千円（1.1％）、繰越金が14,621千円（1.2％）
でした。

〇歳出
１．消防費（969,298千円）の主な内容
　主な歳出は、常備消防費（人件費、出動関係需
用費等）、消防設備費（防災支援車整備等）

２．総務費（78,868千円）の主な内容
　主な歳出は、財務システム更新整備事業等。
　また、中四国高速道路サービスエリアでの観光
ＰＲやイベントへの参加など広域的振興事業の推
進に努めました

〇歳入
　主な歳入は65歳以上の方が納める第１号保険
料と40歳から64歳までの方が納める第２号保険
料（支払基金交付金）、国・県からの支出金、市
町負担金で占められています。

〇歳出
　歳出の大部分は、要介護・要支援認定を受けて
サービスを利用されたときの「保険給付費」で、
歳出全体の約93％を占めています。その他、地
域支援事業を各構成市町へ委託した費用や事務費
などです。

平成28年度
雲南広域連合歳入歳出決算の概要について

平成28年度
雲南広域連合歳入歳出決算の概要について
一般会計

介護保険特別会計

広域連合債 2,400千円（0.2%）

財産収入 13,387千円（1.1%）

繰越金 14,621千円（1.2%）

繰入金 1,370千円（0.1%）

国庫支出金 4,617千円（0.4%） 諸収入 3,792千円（0.3%）

使用料及び手数料
1,336千円（0.1%）

県支出金 3,727千円（0.3%）

分担金及び負担金
1,195,647千円（96.3%）

歳入総額　1,240,897千円

歳出総額　1,222,032千円

保険料
（第１号被保険者保険料）
1,357,502千円（17.4%）

市町負担金
1,135,460千円
（14.5%）

使用料及び手数料 63千円（0.0%）

国庫支出金
2,029,996千円（26.0%）

県支出金
1,125,387千円（14.4%）

財産収入 82千円（0.0%）

繰入金 27,345千円（0.3%）

諸収入 1,035千円（2.2%）

繰越金 90,297千円（1.2%）

支払基金交付金
（第2号被保険者保険料）
2,050,397千円（26.2%）

支払基金交付金
（第2号被保険者保険料）
2,050,397千円（26.2%）

歳入総額　7,817,564千円

総務費（78,868千円）の内訳

保険給付費
7,152,714千円（93.4%）

基金積立金
5,670千円（0.1%）

地域支援事業費
225,385千円（2.9%）

諸支出金 89,883千円（1.2%）

総務費
182,605千円（2.4%）

歳出総額　7,656,257千円

議会費 1,015千円（0.1%）

総務費 78,868千円（6.4%）

諸支出金
14,389千円（1.2%）

消防費
969,298千円（79.3%）

公債費
149,145千円（12.2%） 民生費

9,317千円（0.8%）

一般管理費
54,938千円（69.6%）

文書広報費 1,818千円（2.3%）
会計管理費 212千円（0.3%）

財産管理費
4,442千円（5.6%）

企画費
17,325千円（22.0%）
企画費
17,325千円（22.0%）

選挙管理委員会費
56千円（0.1%）

監査委員費 77千円（0.1%）
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〇歳入
　主な歳入は市町負担金で、歳入全体の約65％
を占めています。
　その他の歳入は、収集運搬業者から納付された
処理使用料、前年度からの繰越金、そして諸収入
です。

〇歳出
　主な歳出は衛生費で、歳出全体の約77％を占
めています。この衛生費は、し尿汚泥処理に要し
た経費（電気代・薬品代・施設運転管理委託料な
ど）です。
　その他の歳出は、人件費などの総務費そして構
成市町負担金の精算返還金です。

〇歳入
　雲南圏域の下水汚泥のほか、し尿、浄化槽汚泥、
農集汚泥等も一体的に処理する「雲南クリーンセ
ンター」を建設するための財源です。

〇歳出
　汚泥共同処理施設「雲南クリーンセンター」の
建設に要する経費です。
　平成25年度から平成29年度まで４ヵ年をかけ
整備を進めています。新しい施設は、現在の環境
省所管のし尿処理施設から転換し、国土交通省所
管の下水道施設として整備することとし、圏域全
体からの下水道汚泥のほか、し尿、浄化槽汚泥、
農業集落排水汚泥にについても一括して処理を行
う汚泥共同処理施設となります。

〇資金不足比率
　公営企業の経営状況を表す指標に資金不足比率
がありますが、平成28年度下水道事業特別会計
については資金不足は発生しておらず算出されま
せんでした。

環境衛生事業特別会計

下水道事業特別会計

使用料及び手数料
26,376千円（17.4%）

繰越金
26,443千円（17.5%）

分担金及び負担金
98,514千円（65.1%）

歳入総額　151,375千円

分担金及び負担金
297,811千円（25.2%）

国庫支出金
574,850千円（48.5%）

広域連合債
289,200千円（24.4%）
広域連合債
289,200千円（24.4%）

繰越金 7,036千円（0.6%）

県支出金
1,004千円（0.1%）

財産収入
2,402千円（0.2%）諸収入 11,822千円（1.0%）

歳入総額　1,184,125千円

総務費
3,063千円（2.4%）

衛生費
96,443千円（76.6%）

諸支出金
26,443千円（21.0%）

歳出総額　125,949千円

下水道費
1,160,646千円（99.3%）

諸支出金
7,036千円（0.6%）

公債費
1,136千円（0.1%）

歳出総額　1,168,818千円



汚泥
共同処

理施設

雲南クリーンセンター完成記念式典
　雲南広域連合が雲南市木次町里方で整備を進
めていた公共下水道・汚泥共同処理施設「雲南
クリーンセンター」がこのほど完成し、８月
19日（土）現地で完成記念式典を行いました。

施設整備のポイント☝
【効率的な生活排水処理システムの構築】
　この施設は、雲南圏域の下水汚泥のほか、
し尿、農業集落排水汚泥、浄化槽汚泥を一体
的に処理するもので、国土交通省の下水道事
業・汚泥処理施設共同整備事業（MICS）に
よる補助を受け、総事業費20億6,300万円、
事業期間５年で整備したものです。
　受入棟は、新築、その他の施設は既存のし
尿処理施設の建屋、水槽を改修し、再利用しています。また、汚泥の脱水処理から生ずる分離液の
処理は、隣接する雲南市の下水処理場に委ね、本施設は、脱水処理に特化し機能分担を図りました。

左より　島根県土木部　佐々木孝夫部長
　　　　国土交通省中国地方整備局建政部　澁谷慎一部長　
　　　　副広域連合長　山碕英樹飯南町長
　　　　広域連合長　速水雄一雲南市長
　　　　副広域連合長　勝田康則奥出雲町長
　　　　日本下水道事業団　辻原俊博理事長
　　　　島根県議会　高橋雅彦議員

受入処理、脱水処理、排水処理、トラックスケール
の計量状況等、全ての処理系統のデータが集約表示
され、必要に応じて遠隔操作が可能です。

中央監視制御室脱水設備
生し尿を含む特殊な汚泥の為、軸摺動式スク
リュープレス脱水機を採用し、脱水汚泥の低含水
率化を実現しました。

脱臭設備
生物脱臭と活性炭の併用で、強力に脱臭し、臭気
を外部に漏らしません。

トラックスケール
汚泥の搬入車両を投入前と投入後に重量測定でき
るよう、トラックスケールを２基設置しました。

受入棟
臭気の拡散対策の為、受入室の出入口には高速
シャッターを設置しました。

　雲南圏域では、昭和37年からし尿処
理を共同で行ってきましたが、下水道
施設の普及に伴い、し尿処理の量が減
少する一方で、公共下水道、農業集落
排水、浄化槽などの汚泥の量が増大し、
その処理が課題となっていました。ま
た、平成３年から稼働している現施設
の老朽化も進んできており、施設の更
新の必要もありました。
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情報コーナー
介 護 保 険介 護 保 険介 護 保 険
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参加した学生からの感想

　介護保険料は、住民税や所得税の社会保険料控除の対象となります。平成29年分の申告に対象となるのは、平成
29年１月から12月の間に納められた保険料です。ただし、保険料の納め方によって、控除できる方が限られますの
でご注意下さい。

　本年度より、介護保険料の第５期（12月）分の口座振替日を12月25日に変更します。これまでの振替日より早く
なりますが、ご理解頂きますようお願いいたします。

ご存じですか？　介護保険料は社会保険料控除の対象です。

第５期（12月）の介護保険料「口座振替日」が変わります

○年金天引きによる納付の場合
　介護保険料は、被保険者ご本人の年金から天引きされます。ご本人以外の方が社会保険料控除として申告すること
はできません。年金の源泉徴収額の通知に納付額が記載されていますので、ご確認下さい。
○納付書や口座振替による納付の場合
　被保険者ご本人の社会保険料控除として申告できるほか、扶養者の方が被保険者ご本人に代わって納付した場合に
は、扶養者の方の社会保険料控除として申告することができます。
※申告の際に納付証明書を添付する必要はありません。申告書に納付した保険料額を記入していただくだけで結構です。納付額が
不明な場合は、雲南広域連合介護保険課または各市町の介護保険担当までお問い合わせ下さい。
なお、９月にお送りしている介護保険料決定通知書の額は、平成29年４月から平成30年３月に納付していただく保険料を記載
していますので申告する額とは異なります。

　８月５日（土）に雲南広域連合と地域連携協定を締結している広島文教女子大学との共催により、
福祉人材の確保を目的に地元の将来を考えるフォーラム Ver.ふくし「どげすーの？ in 雲
南2017」を雲南市木次町のチェリヴァホールで開催しました。
　福祉の現状や課題、魅力など専門家や福祉職場で働く方の発表に、高校生を含め約65名が耳を傾
けました。発表者からは次のようなお話がありました。

　「人材確保」が大きな課題となっている福祉の現場ですが、
現場の発表者の皆さんからはやりがいをもって働いている
様子がうかがわれました。

要介護認定を受けた人や介護サービスを利用している人の
数は年々増えていますが、介護事業所に勤める人は減って
きています。
介護人材確保のためには、介護のイメージアッ
プや職員の処遇改善が必要です。

精神保健福祉士は、子供から大人まで、
何かしら生活のしにくさを抱えている方に、ほ
んの少し手助けしたり一緒に考えていくこと
で、自分の生活についても考えることができ
ます。
福祉とは、子供の時から高齢になるまで、
その人の一生の間いつも生活に関わってい
くものです。その人が生活で大切に
思っていることが、他人事ではなく、
自分にとっても大切だと気づくことがあ
ります。

社会福祉専門職（社会福祉士、精神保健福祉士、保育士、
介護福祉士）とは人々の生活を支える仕事です。
人々が抱える生活上の問題を一緒に解決したり、幸福実現に

向けた取り組みを支えることがソーシャルワーカー
の役割であり、地域社会のつながりを大切に、
共生社会の実現を目指す人材を育成していき
たい。

保育士の魅力は、少しの手助けで、子供の気持ちや力が
伸びていく様子を身近で感じることができるところです。子
供達の笑顔を見ると「この子達と一緒に過ごせて良かった」
と思えます。
医療ソーシャルワーカーは、患者の不安や希望をく
み取り、安心して在宅生活を送れるよう支えるのが
役割です。相談して良かったと言われるとやりがい
を感じます。

介護の仕事の魅力は、人の役に立っていると実感できるところ、
自分の好きなことが活かせるところ、感謝のことばや信頼してもら

うことで責任感を感じることができるところです。「あり
がとう」と言われたり、利用者さんが「できない」と
思っていたことができるようになった時はこちらも嬉しく感
じます。

将来を考えるうえでとても
参考になった。福祉や医療
系の仕事も将来の選択肢の
一つにしたい。

ふくしフォーラムを開催しました！

島根県高齢者福祉課
小松原企画員

保育士、医療ソーシャルワーカー

精神科ソーシャルワーカー

広島文教女子大学
人間福祉学科中村教授

介護福祉士

高校生
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　８月９日（水）第30回少年消防クラブ員研修会を、一般社団法人　島根県消防設備
協会の共催により、雲南消防本部を主会場に開催しました。
　今回の研修には、小学３年生から６年生までのクラブ員160名が参加しました。研修
は６班に分かれ、通信指令室の見学、起震車での地震体験、消火器を使った消火訓練、
非常持ち出し袋の作成、煙体験などをしました。午後は出雲空港を訪問し、出雲空港消

　一般財団法人 自治総合センターが、宝くじの収益金による助成事業として実施する
「平成29年度コミュニティ助成事業」において、木次こども園幼年消防クラブ（会長 土
江真子園長、クラブ員122名）に幼年消防用活動資器材として平太鼓８組が贈られ、９
月14日（木）に交付式が行われました。交付式では、雲南防火委員会 会長 糸原文昭（雲
南消防本部消防長）から園児代表２名に目録が渡された後、クラブ員による迫力のある
太鼓演奏が披露されました。

西日登小学校６年生　土
つち

屋
や

 絢
あや

愛
な

さん のコメント

　私は、初めて少年消防クラブの研修会に参加しました。今まで学校などで
は、災害時にどうすれば良いかなどを習っていましたが、空港で火災が起こっ
た時に消火する車は初めて見ました。実際に体験してみて、災害はいつどこ
で起こるかわからず、誰にでも起こることだと改めてわかりました。体験し
たことを忘れずに、家でも非常持ち出し袋などを準備しておきたいです。

防隊と島根県防災航空隊を見
学しました。
　参加したクラブ員は、災害
対応への知識を深めるととも
に、他の小学校のクラブ員や
消防職員との交流により、友
達のすばらしさなどを学びま
した。

第30回 少年消防クラブ員研修会

幼年消防用平太鼓交付式

クラブ員による太鼓演奏

消防本部庁舎車庫前にて撮影
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　８月23日（水）宮城県で「第46回全国消防救
助技術大会」が開催され、雲南消防本部から石川
厚隊員がロープブリッジ渡過の部に、野島大輔・
景山昇平・光谷雄佑チームがほふく救出の部に、
中国地区代表として出場しました。
　全隊員、全国の舞台で堂々と競技し、ロープブ
リッジ渡過の部に出場した石川隊員が５位入賞を
収めました。

　７月29日（土）大田市のサンレディー大
田で開催された「第69回島根県消防大会」
において、次の３団体が避難訓練や防火・救
急法講習会など日頃の積極的な活動が認めら
れ、島根県消防表彰を受賞されました。

　この運動は、寒くなる時季を迎え暖房器具等を取り扱う機会が増えることから、火災の発生を防止する
とともに、死傷事故や大切な財産の損失を防ぎ、高齢者を中心とする死者の発生を大幅に減少させること
を目指すものです。

住宅防火 いのちを守る ７ つのポイント

全国統一防火標語 火の用心 ことばを形に 習慣に

【幼年消防クラブの部】
亀嵩幼児園幼年消防クラブ（奥出雲町）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�
【少年消防クラブの部】
横田小学校少年消防クラブ（奥出雲町）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　� 　
【自治会防火クラブの部】
１の２区防火クラブ（雲南市木次町）

平成29年度 島根県消防表彰受賞

左から景山隊員、石川隊員、野島隊員、光谷隊員

受賞されたクラブ員の代表者

第46回 全国消防救助技術大会

秋の全国火災予防運動秋の全国火災予防運動

～３つの習慣・４つの対策～
・寝たばこは、絶対にやめる。
・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
・ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
・寝具・衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎物品を使用する。
・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器を設置する。
・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

３ つの
習慣

４ つの
対策

１１月９日～
１１月１５日
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　雲南消防本部では、心肺蘇生やＡＥＤの使い方、けがの手当など、応急手当を習得し
ていただけるよう、普通救命講習を毎月１回開催しています。また、職場、自治会、各
種団体へ職員が出かけて講習を行いますので、ご希望の方は次の連絡先までお問い合わ
せ下さい。
　　～連絡先～
　　雲南消防署　　☎０８５４－４０－０１１９
　　奥出雲消防署　☎０８５４－５４－２１６６
　　飯南消防署　　☎０８５４－７２－１２０１

普通救命講習のお知らせ

　やけどは、熱いお湯や油が体にかかったり、炎や鍋など熱いものに触れたりすると生
じます。あまり熱くない湯たんぽやこたつの熱などが、体の同じ場所に長時間当たって
いた場合（低温熱傷）になることもあります。

１　やけどの応急手当の方法
　すぐに水で冷やしましょう！
　やけどを冷やすと、痛みが軽くなるだけではなく、やけど
が悪化することを防ぎ、治りを早くします。

２　１１９番通報が必要な場合
○やけどが広い範囲にわたっている場合や顔面のやけど、または皮膚が
焦げていたり白くなって痛みを感じないような深いやけどの場合に
は、１１９番通報してください。
○ガーゼで覆いきれないような大きな水ぶくれになったときは、救急車
を呼ぶことも考慮します。

ポイント
◉水道水などのきれいな流水で十分に冷やしましょう。
◉水ぶくれができている場合は、破らないようにしましょ
う。

◉靴下など衣類を着ている場合は、衣類ごと冷やします。
◉氷や冷却パットを使って冷やすと、冷えすぎてしまい、
かえって悪化することがあります。

◉広い範囲にやけどをした場合は、やけどの部分だけで
なく体全体が冷えてしまう可能性があるので、冷やし
すぎないようにしましょう。

※小さな子どもやお年寄りは、比較的小さなやけどでも命に関わることがあるので注意しましょう。

やけどに対する応急手当やけどに対する応急手当



11

火災・救急・救助・ドクターヘリ統計
火災出動 16件 （平成28年上半期　20件）

救急出場 1152件
管外２件含む

（平成28年上半期　1092件）

救助出動 33件
管外１件含む

（平成28年上半期　25件）

上半期
出動件数　　　　　
平成29年１月１日
～６月30日

急病
68
急病
68転院搬送

43
転院搬送

43

一般負傷
26

一般負傷
26

交通　9
労働災害　2

運動競技　3

151
件

急病
162
急病
162

転院搬送
73

転院搬送
73

一般負傷
44

一般負傷
44

交通　15

労働災害　3
自損行為　5

その他　1

303
件急病

440
急病
440

転院搬送
94

転院搬送
94

一般負傷
117

一般負傷
117

交通　36交通　36

労働災害　2

自損行為　2

運動競技　3

火災　2

696
件

建物
2

林野
3

林野
3

その他
3

その他
3 8

件雲 

南 

市

雲 

南 

市

雲 

南 

市

雲 

南 

市

飯 
南 

町

飯 

南 

町

飯 

南 

町

飯 

南 

町

奥
出
雲
町

奥
出
雲
町

奥
出
雲
町

奥
出
雲
町

建物
4

林野
2

林野
2

6
件

建物
1

その他
1

2
件

交通
10

火災
2

その他
7

その他
7 19

件

交通
3

転院搬送
2

転院搬送
2

急病
17
急病
17

一般負傷
3

一般負傷
3

労働災害　1労働災害　1

26
件

交通
6

その他
2

その他
2

機械
1

機械
1

9
件

交通
3

転院搬送
11

転院搬送
11

急病
4

急病
4

一般負傷
4

一般負傷
4

自損行為　1自損行為　1
労働災害

1
労働災害

1

24
件

交通
2

その他
2

4
件

転院搬送
6

転院搬送
6

急病
5

急病
5

一般負傷
1

一般負傷
1

12
件

ドクターヘリ出動 62件 （平成28年上半期　77件）



●職員数の状況（各年度4月1日現在）
区　　分 一般行政職員 消防職員 合　　　計
平成28年度 2人 109人 111人
平成27年度 1人 108人 109人
増　　　減 1人 1人 2人

●人件費の状況（平成28年度決算額）　　

区　　分 歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費比率
（B/A）

平成28年度 101億7,306万円 9億7,315万円 9.6%

●職員給与費の状況（平成28年度決算額）

区　分 職員数
給　　与　　費 一人当たり

給与費給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計
平成28年度 111人 4億1,363万円 9,354万円 1億6,002万円 6億6,718万円 601万円
（注）「職員手当」とは、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当、管理職手当などの諸手当で退職手当は含まない。

●職員の平均給料月額、平均年齢の状況
（平成28年4月1日現在）

平均給料月額 平均年齢

308,400円 39.3歳

●職員の初任給の状況（平成28年4月1日現在）
区 分 採用職種 雲南広域連合 国

一般行政職
大学卒 176,700円 176,700円
高校卒 144,600円 144,600円

公　安　職
大学卒 ― 205,200円
高校卒 163,200円 166,700円

●職員手当の状況（平成28年4月1日現在）
①期末・勤勉手当

区　　分
雲南広域連合 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

支給割合 2.60月 1.60月 2.60月 1.60月

加算措置 役職加算　5～15％ 役職加算　5～20％
管理職加算10～25％

②退職手当

区　　分
雲南広域連合 国

自己都合 定年・勧奨 自己都合 定年・勧奨
勤続20年 20.445月 25.556月 20.445月 25.556月
勤続25年 29.145月 34.582月 29.145月 34.582月
勤続35年 41.325月 49.59月 41.325月 49.59月
最高限度 49.59月 49.59月 49.59月 49.59月

③扶養手当

区　　　分 雲　　南
広域連合 国

配偶者 13,000円 13,000円
配偶者以外の扶養親族 6,500円 6,500円
配偶者のない場合の１人 11,000円 11,000円
満16歳の年度始めから満22歳の年度
末までの子に対する加算額（１人につき） 5,000円 5,000円

④住居手当
貸　家
居住者

月額12,000円を超える家賃を支払っている
者に対して27,000円を限度に支給

⑤通勤手当
交通機関
利 用 者 運賃相当額を支給（限度額　55,000円）

交通用具
利 用 者

自動車等を利用して２km以上通勤する職員
に支給（限度額　25,000円）

⑥特殊勤務手当
種　　類 内　　　容
夜間特殊
業務手当

正規の勤務時間として午後10時から翌日5時までの間に通信業務に従事した際、勤務１回につき400円
支給

救　　急
出場手当

救急業務のため出場した消防職員に、出場1回につき200円支給
救急救命士法施行規則に規定する救急救命処置のいずれかを行った救急救命士については、300円を加算

●職員の福利厚生の状況（平成28年度実施）
種　　類 内　　　容

健康診断 受診者　111人
メンタルヘルス対策 ストレスチェックテストを実施
島根県市町村職員互助会事業 医療費給付、災害見舞金、施設利用助成等を実施

雲南広域連合の給与・定員管理等について（概要版）雲南広域連合の給与・定員管理等について（概要版）

☆平成28年４月１日から管理職の基本給を
2.0％減額支給しています。

12
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10月14日（土）～11月18日（土）10月28日（土）～11月12日（日）

10月25日（水）～11月５日（日）

奥出雲町奥出雲町

奥出雲町

棚田のライトアップイベント
「たたらの灯」Ｒ314・あじわいロード

金言寺大イチョウ　ライトアップ

奥出雲町鳥上（追谷地区）Ｒ 314沿線あじわいロード加盟店

奥出雲町大馬木 1060

昨年秋、今年の春と開催し、好評だったライトアップ
イベントが、灯を 3,000 本増やしてパワーアップ！
10/14、15、11/18は午後３時からイベントを開催し
ます。

あじわいロード加盟店それぞれの趣向を凝らしたおも
てなしとサービスをお楽しみに。

大イチョウを照明により幻想的に浮かび上がらせます。

問たた Rart 実行委員会事務局（鳥上郵便局　田辺）
☎ 0854-52-1100

問奥出雲屋　☎ 0854-52-2468

問奥出雲町観光協会　☎ 0854-54-2260
時 18時～21時

大
おお
出
し
日
び
山
さん
登山

雲南市大東町小河内（引那岐公会所前出発）
大出日山から秋の眺めをお楽しみください。 
おにぎりとみそ汁（予定）のサービスもあります。
時 10時～
問宮川浩二　☎ 0854-43-5436

11月3日（祝・金） 雲南市

横田地域商工まつり
奥出雲町役場横田庁舎前
そばの早食い、世界の民族衣装ファッションショーな
どのイベントと奥出雲の美味しいものが大集合。
時 9時30分～15時30分
問商工まつり実行委員会（ヘアーサロンかとう）

☎ 0854-52-2127

11月5日（日） 奥出雲町

10
日 火 水 木 金 土

7
14
21
28

2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

3
10
17
24
31

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

月

体育の日

11
日 火 水 木 金 土

7
14
21
28

2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

月
文化の日

勤労感謝の日

11月4日（土）～5日（日） 飯南町

紅
もみ
　葉

じ
　祭
まつり

飯南町志津見　
うぐいす茶屋周辺
やまめの塩焼きや杵つ
き餅など志津見の美味
しいものがいっぱい！
紅葉の中の散策も素敵。
時 10時～15時
問有限会社 志都の里

☎ 0854-73-0002
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12月8日（金）～10日（日）

12月10日（日）

雲南市

雲南市

第８回雲南市総合芸術文化祭
展示部門：神話のふるさと第２回写真展

第８回雲南市総合芸術文化祭
舞台部門：華麗なる歌のひびき（童謡）

雲南市木次経済文化会館チェリヴァホール 3階大会議室

雲南市木次経済文化会館チェリヴァホール 2階ホール
ゲストは山田姉妹（山田華、山田麗／双
子ソプラノ歌手）、出演は雲南市文化協
会加盟童謡団体。

問雲南市文化協会事務局（チェリヴァホール内）☎ 0854-42-1155

問雲南市文化協会事務局（チェリヴァ
ホール内）☎ 0854-42-1155

問雲南市経済文化会館　チェリヴァホール事務局
☎ 0854-42-1155

問雲南市演劇によるまちづくりプロジェク
ト実行委員会事務局（チェリヴァホール
内）☎ 0854-42-1155

問琴引フォレストパー
クスキー場
☎0854-72-1021

11月3日（祝・金）～11月12日（日）
奥出雲町

奥出雲そば街道・2017新そばまつり
奥出雲町横田地域そば店舖・実演販売
今年の「新そば」をご賞味あれ。期間限定メニューと
そば打ちグループの出店もあります。
問奥出雲町役場農業振興課 ☎ 0854-54-2513

北村そば祭り

木次線全線開通80周年記念
うんなん歌謡祭

北村ふれあい交流館

雲南市木次経済文化
会館チェリヴァホー
ル 2階ホール

100％地元産、香りとコシが自慢の新
そばをお召し上がりください。持ち帰り
用生そば、野菜等の販売も行います。
時

時

時

9時30分～

1部　12：00開場
12：30開演

2部　15：30開場
16：00開演

開場：13：30／開演：14：00

問

入

入

入

参

問

藤原充男　☎ 090-8711-3463

2,500円（全席自由）

一般前売：1,500円（当日2,000円） 
高校生以下前売：500円（当日1,000円）

１作品：一般500円／高校生以下無料

うんなん歌謡祭実行
委員会事務局（チェ
リヴァホール内）
☎ 0854-42-1155

11月19日（日）

11月25日（土）

雲南市

雲南市

12
日 火 水 木 金 土

7
14
21
28

2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

3
10
17

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

月

天皇誕生日

24
31

平成30年1月27日（土）～28日（日）

平成30年3月31日（土）～4月1日（日）

平成30年2月12日（祝・月）

雲南市

飯南町

雲南市

チェリヴァシアター「優秀映画鑑賞会～
夜の河・雪国・五番町夕霧楼・五辨の椿～」

雲南市創作市民演劇
　　「水底平家～みなそこへいけ～」

琴引雪まつり

雲南市木次経済文化会館チェリヴァホール2階ホール

雲南市木次経済文化会館チェリヴァホール 2階ホール

琴引きフォレストパークスキー場

懐かしの名画をスクリーンでお楽しみください。

脚本・演出：亀尾佳宏（三刀屋高校掛合分校
教諭）、特別出演：西藤将人（劇団ハタチ族） 
現代の少年が平家物語の世界にタイムトリップ。
生きること、平和とは何かを問いかける物語。

・豪華お楽しみ大抽選会／飯南町の特産品や豪華商品
が当たる抽選会／雪山宝探しゲーム／雪玉射的大会／
コスプレでリフト券割引

奥出雲町役場 HPアドレス

http://www.town.okuizumo.shimane.jp/

※参加にあたり、下記のリフト券等が必要です。 
リフト券
　大人（高校生以上）
　　　　  3,800円
　子ども（中学生以下）
　　　　  2,500円
　シニア  3,000円
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